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内
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・
逆

井
 

敦
氏

は
、

本
年

８
月

に
副

所
長

か
ら

所
長

に
昇

格
後

の
表

敬
訪

問
並

び

に
鋼

管
杭

「
く

い
丸

」
６

０
本

の
行

仙
宿

荷
上

げ
寄

贈
の

お
礼

と
「

く
い

丸
」

を
使

っ
た

旧
逓

信
道

( 電
源

鉄
塔

巡
視

路
) の

全
長

復
旧

・
改

修
作

業
報

告
( 行

事

報
告

書
提

出
) を

し
た

。
鉄

塔
巡

視
路

改
修

の
御

礼
の

言
葉

を
頂

い
た

。
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宿

登
山

口
か
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浦

向
道

分
岐

迄
モ

ノ
レ

ー
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を
設

置
し

た
の

で
、

巡
視

や

定
期

寄
贈

品
( 缶

パ
ン

+
飲

料
水

+
木
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+
ガ

ス
カ

ー
ト
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ッ

ジ
缶

) 荷
上

げ
時
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モ
ノ

レ
ー

ル
使

用
可

を
伝

え
た
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９
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に
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」
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計
３
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所
に

な
っ

た
。

 

( 資
料

Ⅰ
；

日
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・
公

園
計

画
の
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は

、
土

地
の

自
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の
状

態
や
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っ
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区

、
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地
域

、
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域

に
分
け

て
い

る
。
国

立
公

園
の

保
護

( 自
然

を
保

護
す

る
た
め

の
取

組
み

) と
利

用
( 自

然
と

の

ふ
れ

あ
い

) の
活
動

を
支
援

し
て

い
る

が
、

国
立

公
園

を
支

え
る
人

た
ち

と
の

パ
ー
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ー
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ッ
プ
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必
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で
あ

る
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ど
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き
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の
一
般

登

山
者

が
安
易

に
登

る
と
危
険

を
感
じ

た
と

の
昨

年
の

提
起

に
対

し
て

、
「
大

日
岳
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」
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